評価委員会Ｃ（H28年9月16-17日開催）　アンケート調査のまとめ

アンケートの対象者：評価委員会Ｃに出席した教員および学生
教員：17名、学生：18名（大学院生：10名、学部生：8名）、合計：35名

回答率：45.7％（16/35）
教員：41.2％（7名）、大学院生：40％（4名）、学部生：62.5％（5名）

回答内容
1． 評価委員会に参加して。　
大変役に立った：43.8％（教員：57.1％（4名）、大学院生：50％（2名）、学部生：20％（1名））
役に立った：56.3％（教員42.9％（3名）、大学院生：50％（2名）、学部生：80％（4名））
役に立たなかった：0％（教員：0％（0名）、大学院生：0％（0名）、学部生：0％（0名））

2． 四国の薬学プロジェクトの意義について。
良く理解できた：37.5％（教員：71.4％（5名）、大学院生：0％（0名）、学部生：20％（1名））
ある程度理解できた：62.5％（教員：28.6％（2名）、大学院生：100％（4名）、学部生：80％（4名））
あまり理解できなかった：0％（教員：0％（0名）、大学院生：0％（0名）、学部生：0％（0名））

3． 評価委員会Ｃ開催の意義について。
良く理解できた：50%（教員：85.7％（6名）、大学院生：0％（0名）、学部生：40％（2名））
ある程度理解できた：43.8％（教員：14.3％（1名）、大学院生：100％（4名）、学部生：40％（2名））
あまり理解できなかった：6.3％（教員：0％（0名）、大学院生：0％（0名）、学部生：20％（1名））

4． 特別講演について。
良く理解できた：37.5％（教員：42.9％（3名）、大学院生：50％（2名）、学部生：20％（1名））
ある程度理解できた：50％（教員：57.1％（4名）、大学院生：25％（1名）、学部生：60％（3名））
あまり理解できなかった：6.3％（教員：0％（0名）、大学院生：25％（1名）、学部生：0％（0名））
無回答：1名（学部生1名）

5． 特に興味深かったプログラムについて（複数回答）
事業紹介：0名
特別講演：4名 （教員：1名、大学院生：2名、学部生：1名）
研究発表：12名（教員：5名、大学院生：3名、学部生：4名）
総合討論：7名 （教員：5名、大学院生：1名、学部生：1名）

6． 評価委員会Ｃに対する意見・要望
教員からの意見・要望
・特に学生－教員間での討論は有意義なことでした。
・他大学の学生、教員間で交流できて良かったです。
・学生に運営をもう少し任せるのも一案だと思う。
　　　
大学院生からの意見・要望
・学生に求めていることが明確ではなく討論といっても明確な意図が分からず有意義なように感じない。
　　　
[bookmark: _GoBack]学部生からの意見・要望
・二日目の参加人数が少なかった。
　　　
7． 評価委員会Cは今回で終了になりますが、今後このような発表会を継続したいですか。
したい：7名　　　　（教員：3名、大学院生：0名、学部生：4名）
したくない：1名　　（教員：0名、大学院生：1名、学部生：0名）
どちらでも良い：7名（教員：3名、大学院生：3名、学部生：1名）
無回答：1名（教員１名）
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